
主な未侵入病害虫の解説

パンノキミバエ(新 称)
学名:Bactrocera umbrosa Fabricius

英名:Breadfruit fly

本種はBactrocera属 ミバエの中では中程度 の

大 きさで 、タイ 、マ レー シアか らイン ドネシア

の東南アジア 、パプ アニ ューギニア及 び南太平

洋にかけて広 く分布 し 、パン ノキやジ ャックフ

ルーツに深 刻な被害 を与える。輸入検疫 では携

帯品として持 ち込 まれたパン ノキや ドリアンか

らの発見記録が ある。

分布 タイ 、マ レーシア 、シンガポール 、フィ

リピン 、イン ドネシア 、パ ラオ 、パプアニュー

ギニア 、バヌアツ 、ニュー ・カレ ドニア(仏)等 。

寄主 パン ノキ 、ジャックフルーツ等 のクワ科

Artocarpus属 、 ドリアン。

形 態 成 虫 の体長 は7.Omm～8.Omm、 翅長 は

5.2mm～8.1mm。 頭部は黄褐色 で顔面 には1対

の楕 円形 の黒色紋が ある。肩瘤 、背側板瘤 は黄

色 。胸部背板は黒色で 、翅内刺毛 まで伸びる1

対 の黄経帯 がある。小楯板は黄色 だが 、基部近

くに幅の狭 い黒帯が ある。すべての刺毛 はよく

発達し黒色である。翅は黄褐色～黄暗褐色であ

り、第4+5径 脈(r4+5)と 中脈(m)の 間まで達す

る前縁 帯 の 他 に 、前縁 か ら臀

室(An)、 径 中横 脈(r-m)、 中

脈(m)を それぞれ通 り翅 を横

断す る合 計3本 の横 帯 紋 が あ

る(形 態 用 語 と関係 部 位 は本

誌 第27号 参照)。 腹 部背板 の

模様 には地理的 な変異が あ り、

腹 部第2背 板 に黒色 横 帯 が あ

る 個体 や 第3～5背 板 の 中央

や 両側 部 に黒 色 縦帯 が 見 られ

る 個体 もあ る。 かつ て 、これ

らは別 種 と見 な され た こ とも

あ った 。3齢 幼 虫 は ミカ ン コ

ミバエ種群の幼虫 に似てお り、

体 長 は8.Omm～11.Omm、 幅

1.8mm～2.2mm。 縁 後方の ヒダ

の数は16～21程 度である。また 、卵は白色

または黄白色で長さ0.8mm、 幅0.2mmで ある。

生態　詳細な生態は明 らかではないが、他の

Bactrocera属 ミバエと同様に雌成虫は果実に産

卵管を差し込み産卵し、ふ化した幼虫は果実の

内部を食害する。果実内で老熟した幼虫は果実

から脱出し、土中で蛹化する。成虫は通年発生

し、産卵前期間はおよそ2週 間で、夕暮れ時に

交尾する。多くのBactrocera属 ミバエ類の誘引

剤であるメチルオイゲノールに誘引される。

被害 幼虫は熟した果実を加害する。しかし、

時には完熟前の果実にも寄生し、寄生を受けた

果実は早期に熟し落果する。特にパンノキに深

刻な被害を与え、パプアニューギニアでは被害

率が75%に も及んだことがある。また輸入検

疫においては 、一個の ドリアン生果実から

100頭 以上の幼虫が発見された事例が報告さ

れている。

防除 具体的な防除に関する情報は乏しいが、

分布地域では効果的な防除方法として、果実の

袋かけが行われている。化学的防除方法として

は、ミカンコミバエ種群と同様にマラソン等殺

虫剤と蛋白質加水分解物を混合した毒餌を園地

にスポット的に散布する。また、誘引剤による

雄の密度抑圧防除も有効である。
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ポプラかいよう細菌病(仮 称)
学 名:Xanthomonas populi (ex Ride)van

den Mooter and Swings

英 名:bacterial canker

本病 は 、Populus(ハ コヤ ナギ)属 植物 にか

いよう症状 を引き起 こすこ とで知 られ る細菌病

で 、ヨー ロッパ を中心に発 生が確認されてお り、

未発生の国々では侵入が警戒 され ている。

分布 アイルラン ド、イギ リス 、ベルギー 、オ

ランダ 、ルクセンブルク 、ドイツ、デンマーク 、

フランス 、スイス 、オース トリア 、チェコ 、ス

ロバキア 、ロシア。

なお 、ポーラン ド、ハ ンガ リー 、ルーマニア 、

セル ビア ・モンテネグ ロにおいて 、過去発生が

確認 されたが 、現在は発生 の報告はない。

寄主 Populus属 植物
被害 は産業的 に栽 植され る交雑種(Populus

euramericana)が 主で ある 。な お 、ヨー ロッパ

の野生種(P.tremula)や ヨー ロ ッパで育種 に

使われ て きた北 米 由来種(P.trichocarpa、P.

deltoides 、P.tremuloides)に り病性 が高 いこ と

も知 られている。

病徴 早春 に 、1～2年 枝の一部 の芽 が出ず 、

その基の部分の組織が膨れ上 が り、やがて細菌

粘 液を溢出 する。この部分 を剥皮 してみる と 、

形成層 、師部及び皮層柔組織 は細菌 によって満

たされ 、半透明である。これ らの病斑は 、表皮

が裂開して 、かいよう病斑 と

なる。病斑 か ら溢 出する細菌

粘 液 は二次感 染源 とな って 、

傷 ついた枝 や幹 に侵入 し 、か

いよう病斑 を形成 する 。シー

ズンを重 ねるごとにかいよう

病斑 は拡大 し 、枝や幹全体 を

取巻 くとそれか ら先の組織 は

死滅 し 、枝枯れや樹全体の枯

死 をまね く。

病原 菌 本細菌 は 、1958年

にRideに よ り報 告 され た 。

グ ラム反応陰性の好気性桿菌

で 、単極毛を 有 し 、大 きさは

0.4～0.6×1.5～2.9μm

である。グル コースを含む培

地上で黄色、粘ちょう性のコロニーを形成する。

最高生育温度は27.5℃ である。フルク トース、

ガラク トース、グルコース、マンノース、スク

ロース及び トレハロースから酸を産生する。な

お、本細菌は、表現型、血清学的性質及び分子

生物学的性質の比 較によ り、1978年 に

Aplanobacter属 からXanthomonas属 に再分類

された。

診断 病原細菌は、り病した1年 枝及びかいよ

う病斑より比較的容易に分離できる。また、診

断には血清学的手法が有効である。

伝搬 春に増殖 した細菌泥は、新しく形成され

たかいよう病斑部より溢出し、風雨により広く

伝搬する。気孔から感染することも確認されて

いるが、風雨(雹)害 及び虫害による新しい傷

からの侵入が多い。

被害　本病は枝や幹の一部が枯死し、最終的に

は樹全体が枯死する深刻な病害である。本病に

よって、枝や幹の樹皮が剥がれたり、枯死 ・枯

損などが起こり木材生産量に重大な損失を与え

る。また、一度本病に感染すると治癒後も十分

に回復することはない。フランスでは、産業的

に植栽されていた交雑品種において 、5～

60%の 損害があったとの報告がある。カナダ

では、当該細菌を検疫対象として寄主植物の輸

入を規制している。

防除　り病樹の伐採及びり病枝の切除、抵抗性

品種の利用が有効である。

病徴部の肥大とかいよう症状　 幹における病徴
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